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グループ プチ 幼児 A 幼児B
対象 0歳 6か月-1歳 6か月 1歳 7か月-3歳までの 1歳 7か月-3歳までの
※全て 4月 1日時点 の未就匝l児と保設者 未就園児と保設者 未就l刈児と保設者
年間の活動数 ・収用 10回 (1回500円） 10回 (l回500円） 10回 (11ru so円）
親子参加数 親子 16組 親子16組 親子 15組
スタッフ 教具 1名 教具 l名 教具 l名
助手 1名 助手1名 助手1名
学生13名(3年生 10名、 学生15名(3年生10名、 学生 12名 (3年生9名、







































































1-18. 他人にやってもらいたいことをうまく指示することができますか• I 
1-8. 他人と話していて．あまり会話が遠切れないほうですか• I 
1-16. 仕事上で．どこに問題があるかすぐにみつけることができますか• I 
1-4. 初対団の人に、自己紹介が上手にできますか• I 
9ー10.相手がSっているときにうまくなだめることができますか．
＇ー15.まわりの人たちとの問でトラブルが起きてもそれを上手に処遭できますか. . 
1-11. 仕事の目置を立てるのに、あまり困nをCi!~いほうですか• I 
1-14. あちこちから矛mした話が伝わってきてもうまく処環できますか• I 
1-7. 気まずいことがあった相手と..t. 手に和傾できますか．
1~. 伯人が話しているところに、気ftl:〇加できますか．
1-13. こわさや恐ろしさをSじたときに、それをうまく処環できますか• I 
1-12. 相手から非nされたときにもそれをうまく片付けられますか．






















































































































































































































平均値 SD 平均値 SD t値 有意差
知らない人とでも、すぐに会話が始められますか。 3.12 1.18 3.32 1.09 -0.87 n.s. 
初対面の人に、自己紹介が上手にできますか。 3.19 1.06 3.06 1.07 0.57 n.s. 
他人が話しているところに、気軽に参加できますか。 2.73 1.08 273 1.02 0.01 n.s. 
他人と話していて、あまり会話が途切れないほうですか。 3.15 0.83 3.1 0.99 0.23 nふ
自分の感情や気持ちを、素直に表現できますか。 3.81 0.75 3:37 1.02 2.50 • 
相手から非難されたときにも、それをうまく片付けられますか。 2.7 1.1 2.47 0.93 1.43 nふ
まわりの人たちとの問でトラプルが起きても、それを上手に処理できますか。 3.15 0.88 3.01 0.89 0.75 nふ
気まずいことがあった柑手と、上手に和解できますか。 3.04 0.96 2.71 0.89 1.67 n二
相手が怒っているときに、うまくなだめることができますか。 3.19 0.85 3.04 OZl 0.83 n.s. 
あちこちから矛眉した話が伝わってきても、うまく処理できますか。 3.00 0.89 2.87 0.96 0.64 nふ
こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく処理できますか 2.92 1.06 259 1.04 1.46 n.s. 
まわりの入たちが自分と違った考えを持っていても、うまくやっていけますか。 3.7 0.91 3.60 0.91 0.85 n.s. 
仕事上で、どこに問題があるかすぐにみつけることができますか。 3Zl 0.83 3.08 0.90 0.98 n.s. 
他人にやってもらいたいことを、うまく指示することができますか。 3.58 l.06 3.18 1.09 I. お nふ
仕平の目標を立てるのに、あまり困難を感じないほうですか。 2.85 1.05 2.93 1.05 -0:.rl n.s. 
仕事をするときに、何をどうやったらよいか決められますか。 3.58 0.86 3.29 0.91 1.47 nふ





平均値 SD 平均値 SD t値 有意差
自分の可能性や限界を知ることができますか。 3.0 1.13 3.01 0.9 -0.04 ns. 
保護者と笑顔であいさつや受け答えができますか。 4.50 0.76 4.32 0.76 1.12 ns. 
子どもの発達に関する知級が身についていますか。 3.46 0.65 3.41 0.78 0.30 ns. 
保護者の考えや思いを邪爪できますか。 4.08 0.63 3.95 0.73 0.84 n.s. 
保打者間でそれぞれの役割を担えますか。 3.54 n缶 3.38 0.72 1, 伐 ns. 
実践の中で学ぶ姿勢をもつことができますか。 4.58 0.50 4.23 0.73 231 ・
保護者と子どもの成長を共に喜ぶことができますか。 4.65 0.49 4.56 0.69 0.65 ns. 
子どもの興味や関心を説みとる力が身についていますか。 3.81 0.80 3.67 0.6 0.0 n.s. 
保打者同士で協力して活動を行うことができますか。 4.23 0.65 3.89 0.71 211 ・
保護者に子打てに関する助甘ができますか。 258 0.76 261 0.89 -0.15 ns. 
観察を通して保護者の人柄や考え方を理解できますか。 3.58 0.76 3'1 0.78 1.24 ns 
保護者の話をしっかり聞くことができますか。 4.50 0.71 4.32 0.73 1.16 ns. 
安全や消潔に配慮した環境を整えることができますか。 4.0 0.69 3.0 0.69 0.64 ns. 
保護者と一緒に活動することにやりがいを感じられますか。 4.04 0.92 3.62 0.85 223 ・
活動をふりかえり、次に活かせる記録を作成することができますか。 3.6.5 O.&l 3.36 0.82 1.6 n.s. 
保護者の抱えている課題等を読みとることができますか。 3.0 Ofil 2gj 0.7 0.16 nふ
保護者に行っている活動の目的や意図を脱明することができますか。 3.58 0.81 3.2 0.0 1.86 n.s. 
親子の活動をするために必要な素材・環坑を祁備することができますか。 4.08 0.56 3.3.5 0.91 5.2 .
緊張せずに親子と一緒に遊ぴや活動を行うことができますか。 3糾 131 2.86 l.CJl 0.74 ns. 
譴者の笑顔や喜ぶ顔が見られることにやりがいを感じられますか。 4.81 0.40 偲 0.75 4.32 ． 
保護者に子どもとのかかわりの見本を示すことができますか。 3.0 0.94 3.01 0.78 -0; 仮 n.s. 
活動後に自分のふるまいを客観的にふりかえることができますか。 3.73 0.83 3.51 0.82 124 n.s. 
保打者の問でかかわり方や環境構成について相訣できますか。 4.~ 0.74 3.41 0.91 3.93 -
親子の状況に応じて素材・環境を見肛すことができますか。 3.8 0.71 3.23 0.80 3.71 ． 
課題を抱えている親子とかかわることにやりがいを感じられますか。 4.12 0.82 3ぶ3 0.83 4.40 .
保護者に子打てに関する情報を提供することができますか。 2.7 0.86 3.04 0.7 -1.5.5 n.s. 











































平均値 SD 平均値 SD t値 有意差
4.85 O:Jl 4.71 0.49 1.61 nュ
偲 0.46 4.75 0.47 0.92 n.s. 
4.69 0.47 4.52 0.0 1.57 n.s. 
3.0 1.13 3.fl 1.01 -0.32 ns. 
3.8 0.82 4.15 0.71 -1.57 ns. 
知 0.71 磁 0.70 1.01 n.s. 
4.71 0.43 4.6.5 0.53 1.26 n.s. 
4.73 0.0 4.69 0.50 0.36 ns. 
4.58 0.64 4.4 0.76 0.83 n.s. 
4.42 0.70 4.50 0.64 -0.51 nふ
4.42 0.76 4.42 0.62 0.05 n.s. 
3.69 1.01 3.78 0.0 -0.43 ns. 
5.0 0.0 4.0 03) 3.50 -
4.81 0.40 4.71 0.4 0.40 ns 
2.9'l 1.29 3.27 1.12 -1.40 n.s. 
























































2 I 3 
第1因子会話スキル (a =.80) 
知らない人とでも、すぐに会話が始められますか .758 -.095 .018 
初対面の人に、自己紹介が上手にできますか .689 -.121 .160 
他人が話しているところに、気軽に参加できますか ほ沼 .148 -.073 
他人と話していて、あまり会話が途切れないほうですか .646 .131 -.138 
自分の感情や気持ちを、紫直に表現できますか .576 .043 . cm 
第2因子協渕スキル (a =.76) 
柑手から非難されたときにも、それをうまく片付けられますか -.103 邸 -. ほ沼
まわりの人たちとの問でトラプルが起きても、それを上手に処理できますか -.034 .648 .1'51 
気まずいことがあった相手と、上手に和解できますか .175 却 -.194 
柑手が怒っているときに、うまくなだめることができますか .104 .496 ．底
あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく処理できますか -.00 .438 邸
こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく処理できますか -.04 .389 .326 
まわりの入たちが自分と違った考えを持っていても、うまくやっていけますか ・幽 .380 -.09 
第3因子解決行動スキル (a =.70) 
仕m上で、どこにflJ題があるかすぐにみつけることができますか -.059 .03 .672 
他人にやってもらいたいことを、うまく指示することができますか Zll -.014 .624 
仕事の目標を立てるのに、あまり困難を感じないほうですか -.092 -.lfl .605 
























2-9保育者同士で協力して活動を行うことができますか .738 .089 .02 -.156 
2-7保護者と子どもの成長を共に喜ぶことができますか .64 -.143 .073 .082 
2-14保證者と一緒に活動することにやりがいを感じられますか .512 .159 -.025 .121 
2-12保護者の話をしっかり聞くことができますか .505 .061 -.052 .142 
2-5保打者問でそれぞれの役割を担えますか .491 .123 .017 -.rm 
2-8子どもの興味や関心を読みとる力が身についていますか .486 .19 -.060 -.104 
24保護者の考えや思いを尊頂できますか .47 .03 .050 .046 
2-ID保護者の笑顔や喜ぷ顔が見られることにやりがいを感じられますか .403 -234 .187 .125 
2-2保護者と笑顔であいさつや受け答えができますか .393 -.085 .15 .125 
第2因子相談・援助する力 (a=.76) 
2-10保護者に子脊てに関する助首ができますか .23 .66 .01 -.265 
2-26保護者に子打てに関する情報を提供することができますか -.035 .635 -.106 .193 
2-21保護者に子どもとのかかわりの見本を示すことができますか -.Cl2 .585 .148 ••四
2-16保護者の抱えている課題等を読みとることができますか -.058 .52 邸 .048 
2-1観察を通して保護者の人柄や考え方を理解できますか .298 .361 -.108 .16 
第3因子環坑を構成する力 (a=.81) 
2-23保育者のIl)でかかわり方や環境構成について相談できますか 216 -.108 .729 -.163 
2-24親子の状況に応じて素材・環境を見直すことができますか -.034 .23 .64 .020 
2-18親子の活動をするために必要な索材・環境を準儒することができますか .04 .043 .61 -.014 
2-17保護者に行っている活動の目的や意図を脱明することができますか -.l<Jl .250 .563 212 
第4因子評価・改善をする力 (a=.71) 
2-15活動をふりかえり、次に活かせる記録を作成することができますか .067 .141 -.190 .767 
2-切自分の活動をふりかえることから気づきを得ることができますか -.062 •. (12 .10 .638 



























さくらんぽ有 さくらんぽ無 ポランティア打 ポランティア無
平均偵 SD 平均値 SD t俯 布意差 平均慎 SD 平均飢 SD t依 有意差
第1因子
3.3> 0.76 112 0.7 0.49 ltS. 3.03 0.75 3.16 o.n -0.8 ns. 
• 会話スキル
社会的 第2因子
3.12 0.60 2.0 0.59 1.72 nふ 288 0.67 2.95 0.57 -0.58 ns. 
スキル • 協刃スキル
第3囚子
3.32 0.64 3.12 0.73 1.26 n.s. 3.お 0.78 119 0.70 -1.04 ns. 
・解決行動スキル
第l因子




2.98 0.56 3.0 0.57 -0.l ns. 3.0 0.54 299 0.57 0.0 ns. ．柑I炎、援助するカ
支援力 第3因：f 
・環坑を捐成するカ
3.0 0.5 3.3) 0.69 4.14 ． 3.41 0.80 3.42 0.67 -0.08 nふ
第4囚子
・評価、改普するカ
4.15 0.45 3.84 0.60 2.53 3.82 0.68 3.92 0.56 -0.83 n.s. 
第1因子
• 個の自発性• 協働性
4.62 0.4 4.53 0.42 0.95 ns. 4.69 0.26 4.50 0.46 3.1 ． 
第2因子
保行観 4.83 0.29 4.76 0.3 O.!Xl n.s. 4.80 0.29 4.76 0.34 0.53 n.s. •投護性のm視
第3因子
・集団のルール・規範 3.38 0.8 3.57 0.72 ・l.18 ns. 3.69 0.78 3.48 0.74 1.45 ns. 
の爪視
•p<.05 -p<.01 
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4. 総合的考察
本調査は、保育・子育て支援活動に参加して
いる学生とその以外の学生を比較し、参加する
学生の学びを保育観、社会的スキル、子育て支
援力といった関連から明らかにすることを目的
とした。分析の結果、以下のことが明らかにな
った。
社会的スキル、保育観についてはほとんど有
意差が見られなかった。社会的スキルに関して、
菊池他 (1994)19>は、その人のパーソナリティ
を抜きにしては考えられない面があるとしてい
る。すなわち、比較的長い期間をかけて形成さ
れるものとして捉えることができる。これは保
育観も同様と考えられる。今回対象とした学生
は保育・子育て支援活動に参加して1か月半で
あり、期間の短さが結果に影聘したと考えられ
る。
子育て支援力については、「親子の理解とかか
わる力」、「環境を構成する力」、「評価・改善す
る力」の各因子で、保育・子育て支援活動に参
加している学生が有意に高い値を示した。「さく
らんぼ」では、学生が主体的に「準備・計画・
環境構成」「活動における親子ことのかかわり」
「活動のふりかえり」を継続して行っている。
このようないわゆる PDCAサイクルを経験す
ることで、学生自身が子育て支援力を獲得でき
たと捉えていると考えられた。他方、「相談・援
助」因子は有意な差がみられなかった。この因
子は全体の平均値も低いことから、対象とした
すべての学生にとって修得が難しいと感じる専
門性であることが伺える。
「さくらんぼ」の活動と「保育関係ボランテ
ィア活動・アルバイト」の経験の違いに触れる
と、同様に体験的、実践的な活動の経験ではあ
るが、「さくらんぼ」に参加している学生のみ、
「子育て支援力」因子で有意に高い値を示した。
このことは、「さくらんぼ」が子育て支援力を高
める貴重な場になっていることを示唆している。
鈴木 (2014)20)は、「養成段階で、学生が子育て
支援に参加し、保護者の姿にふれるためには、
ポランティア、インターンシップ等、幼稚園の
場に通う体験が大切である」と指摘しているが、
実際には保育現場で親子と関わる機会を得るこ
とは難しいのではないだろうか。今回の結果か
ら、大学等が自校のキャンパス内で保育・子育
て支援活動を実施し、学生に学びの機会を与え
ることの効果が示されたと考えられる。
今後の課題として、調査時期の問題がある。
今回の調査時期が「さくらんぽ」参加後1ヵ月
半だったため、活動のより確実な効果を測定す
るためには、 6ヵ月後、 1年後といった継続し
た調査が求められる。第2に、「さくらんぼ」の
活動は選択科目であり一部の学生のみが参加し
ている。そのため、養成教育の視点からは、今
回得られた知見をより広い範囲の学生に広げて
いく方法や内容を開発することが求められる。
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